




当社の事業
戸建住宅事業と大型物件事業で構成されています。
大型物件（マンションやビル）のタイル使用率が急激に低下しました。
この急激な落ち込みを予測し、戸建住宅事業に注力してまいりました。
その結果、３０年前（戸建50：大型50）の構成比から大きく変化し、
65期（2019年9月期）においては、およそ戸建住宅事業90：大型物件事業10となってお
ります。

戸建住宅事業
◆建材販売

各種タイル、そのた関連商品の販売
◆住設販売

トイレ、洗面化粧台等の住設機器、ガス給湯器
◆建材工事

住宅外壁工事（タイル、サイディング等）、エクステリア工事
◆住設工事

ユニットバス工事、キッチン工事、トイレ工事等

大型物件事業
◆タイル工事
マンション等の外壁タイル工事、商業ビル・駅等の床タイル工事

◆住設工事
マンション等のユニットバス工事、学校等の空調工事、ビルリニューアル工事



各地域の住宅市場に対応するよう
主要幹線道路、主要高速道路に
沿って拠点を設置しております。

当期より、株式会社今村が新規連結子会社となり、関西地方にも
注力し、物流倉庫の配置や配送網の見直しを図ってまいります。





2019年9月期は
売上高10.1％増
営業利益41.9％増
経常利益40.4％増
当期純利益30.7％増という結果で終了しました。



販管費の増加

事業会社の株式会社アベルコにおいて、新人事給与制度の導入をしたことにより、
人件費が増加。



・戸建住宅事業

建材販売／建材工事：自社ブランドタイルの販売が好調に推移したことや、精度の高
い積算業務でサイディング工事の粗利益が改善。

住設販売／住設工事：ビルトインコンロ等の厨房関連機器の販売が増加、新規工務店
開拓によりユニットバス工事の増加。

・大型物件事業
タイル工事：多額の施工（工事）ミスが減少したことにより利益が増加。

住設工事：空調、設備のリニューアル工事を手がける「温調技研」が好調だったことに
より増加。



各事業会社ともに売上／利益ともに当初計画を達成。
特に温調技研㈱においては高粗利物件の受注、売上により前期より好調を維持。



重点商材の売上は前期比増を達成

◆サイディング
受注残の状況を勘案すると決して高い目標ではないと計画進捗中。

◆サイデイングプレカッット
稼働状況も上がり、生産性も向上。

◆木質建材
市場外部要因により厳しい状況であったが、前期比微増。

◆サッシ
サッシ取り扱いメーカー３社を効率的に使い分け受注も好調。

◆マリスト
自社ブランドタイルの販売が好調に推移。

◆アルティス
売上は達成していないが、戸建住宅向け高級システムバスルームに特化し、
高粗利を獲得。

◆ＺＥＨ・ゼロエネ
気密、断熱等の国の定める基準に準拠するためには高い技術力が必要。
基準を満たすよう、外壁・サッシ・断熱材等すべてを工場で製作し工事現場
で組み立てする工法の「ビルダーズパネル」 という新商品に注力。

◆新規顧客開拓
件数、金額ともに前期比に届かなかったが、継続して取り組む課題として計画。



◆利益減となる予想となっている主な要因
・積極的な人財投資を計画。

階層別教育の充実
人材拡充のための賃金水準を高め人財資源の活用

・高騰する物流費への対応
大田区へ新物流センター設置を計画









利益率2.5％と設定し、2019/9現在の3.1％から下げる理由

様々な投資を行っていく計画
物流投資
・メーカーからの配送費増額要請、価格高騰などにより、
自社での物流投資を計画

人財投資
・グループ内賃金水準の統一化による人事交流の促進
・階層別教育の充実による人財の拡充










